






























































































































































































































































































移動位置を変える 10 天候、日当たり 28
日光を浴びているか 7
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今日が最後の写真撮影、日誌！ 2 課題、学び 5
対人援助を行う上でとても大切な基礎 1
苗、株、根つきの状況と元気さ 3























上手に育てられた 4 花への愛情 14
これを機会に花を育てようと思う 1
今日でしばらく鉢植えとお別れ 1
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また、この状況は授業の一環である為、義務感も伴う。結果として無事に元気
に育てる必要性が生じ責任感も持たされる。そこで、学生は①〔肥料〕につい
ては、「固形肥料を指導通りあげた」や「肥料をやるべきかどうか迷った」と
記している。また②〔天候・日当り〕については「玄関から外に出したが、耐
寒性のある花にしても心配なので夜には玄関に入れた」と天候の寒さに戸惑っ
てみたり、「日光を浴びていない日が続いている」と日当りに悩んだり「鉢に
陽射しが当たって緑も生き生きしているし、のびのびしているように感じられ
る」と喜んで安堵したりしている。③〔水遣り〕については、「雨が降らなか
ったので水遣りをしておいた」「土が乾いていたので水をたっぷりあげた」と
観察をして水を遣っている。また「久しぶりの雨でビオラも喜んでいるだろう」
と植物に気持ちがある如く思っている。④〔葉・虫・土等観察〕については、
「完全に根付いた様子」「まだ虫がついていない様子なので安心した」「土が乾
いている」「花はないまま葉っぱは大きく育った。それだけでも嬉しい」「朝起
きるとビオラを見るようになった」「心にゆとりがあるので日中ゆっくり観察
した」等が記録されてあり、葉や虫、土の観察と同時に育っている事を嬉しが
ったり、楽しみにしている様子である。⑤〔花の観察〕については、コアカテ
ゴリーの中で記録が一番多かった、「枯れた花を取ったら花がなくなったので
心配」「沢山花が咲いてほしいなあ」「少し花が枯れていた。ちゃんと世話をし
ないと駄目だと思った」「国家試験の日。母に見て貰った所、30個咲いていた」
等があり、花の観察と共に心配したり、沢山花が咲く事を期待したり、世話を
していない自分を責めたり、緊張の日でも花の事を思っていたりしていた。⑥
〔課題・学び〕については、「今回は本格的に教えて頂いた」「今日が最後の写
真撮影、観察日誌をつけるのは今日まで」と本格的に学べた喜びや課題をクリ
アした喜びが記されている。
２）〔生命の大切さ〕について　
このコアカテゴリーは次の２カテゴリーに分類され、①〔元気度〕と②〔気
がかり・心配〕である。①〔元気度〕については、「今日も元気に育ってい
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る！！」「寒さに負けずにすくすくと育っている」「生きているんやなって改め
て感じた」「ここの所、暖かい日が続いているので、ビオラも元気である。ス
バラシイ！！」「冬から夏を過ぎてまた冬がくる時まで元気でいてくれ」等で
あった。元気かどうかを気にしている。そして元気であることに生命を感じて
それを大切に思い一緒に喜んでいる。そして１年草なのにいつまでも生きてい
てほしいと願っている者もいる。②〔気がかり・心配〕については、「育てた
事がないので不安」「これからどうなるのかなあ」と不安が最初にある。そし
て「朝の寒さで少し元気がなさそう」と元気がないことを気に掛けている。
３）〔人間関係の拡大〕について
このコアカテゴリーは次の２カテゴリーに分類され、①〔母・祖父母との関
係〕②〔親戚・近隣・友人との関係〕である。①〔母・祖父母との関係〕につ
いては、「家に持って帰ってから、数日放っておいたら、からからになって祖
母に怒られた」「余り元気がないようなので原因を母に聞いた」「祖父母に見せ
ると、きれいにしたなあと言ってくれた」等で、植物を育てる方法や態度につ
いて注意を促されたり、身近な人に指導を受けたり、一緒に喜んで貰ったりし
て、通常の学内学習とは違って学習上に人間関係の拡大が見られる。②〔親
戚・近隣・友人との関係〕については、「親戚のおばさんが同じビオラのリー
スをくれたが、そちらは綺麗な花を付けていたが、こちらは花がないまま」
「隣の花の詳しい奥さんに色々アドバイスを貰った」「私の友達は新しい花が咲
いたと言っていたので、羨ましかった」などであったが、花を通じて、会話が
生まれ他人にも人間関係が拡大している様子がわかる。
４）〔感情の発露〕について
このコアカテゴリーは次の２カテゴリーに分類され、①〔成長への願い〕②
〔花への愛情〕である。①〔成長への願い〕については、「大きく成長してきれ
いな花を咲かせてほしい」「段々と成長している花を観察しているのはとても
楽しい」「私も頑張って成長しなければ」「学校に行く前にビオラを見ると癒さ
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れる感じ」等である。植物をケアすることによって相手と相互関係が成立して、
相手が成長することを願い、成長するとこちらも楽しくなっている。そしてそ
れだけではなく、ケアをするこちらも自分に向けて成長しなければと思い、相
互関係の良さに癒されたりもしている。そして「いつも花のことを気に掛ける
生活」「実家に帰ろうと思ったのですが、お花に水遣りができないと思って止
めた」「毎日が少しワクワクする気持ち」「植物も動物も生き物なので可愛い」
等である。植物をケアしなければならない生活に、単位取得上なってしまった
が、それが段々最初の義務感からではなく、相手の植物の立場になって水が必
要なのに、これを遣る私がいないのではと楽しみを棄てたりして、植物の存在
が自分をワクワクさせたり、可愛いと思ったりできて、自分の内面が変化して
生活も変化してきている。
②〔花への愛情〕については、「花が無くなると寂しい。しかし、花をまた
咲かせるよう頑張って育てたい」「時間を掛ける程小さな変化に気付き、気に
掛けることができる」「毎日観察していると、このビオラに凄く愛情を注ぐこ
とができる」「ビオラも私に応えるかのように、私が観察しやすい様に、成長
してくれているように思う」「ちょっと前、葉ばかりだったのは、寒かったの
か、私の愛情が不足していたのか、そんな風に考えてしまう」「暖かくなるに
つれ、鉢も賑わってきて嬉しい」等である。花が無くなると寂しくなったり、
時間をかけてあるいは毎日観察する結果によって自分の心の変化に気付いた
り、植物とまるで会話をするような表現をしたり、育たない原因を自分の愛情
不足と思考する自分の変化を認めていたり、成長すると嬉しかったりしてい
る。
３．考察
結果から得られたものとして、コアカデゴリーを中心に考察したい。
１）〔ケアの実際〕について
物言わぬ植物に対して、色々工夫したケアをしてそれを吟味検討することを
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繰り返している中、植物に愛着や愛情を感じて魅せられている状況にさえなっ
ている。
これはケアの学びそのもので、植物に対して、そしてケアの主な要素である、
知識、忍耐、正直、信頼、謙遜、希望、勇気等を網羅してその過程を経ている
（メイヤロフ 1993: 33～66）。
つまり、植物を育てる知識を持って、忍耐強く色々工夫し、実際の世話を一
生懸命しているうちに、植物がそれに応えるかのように成長することで植物を
信頼して愛着や愛情をも持ちそして魅せられてしまった。余りにきれいにこん
なに元気に育ってくれる。学生はただ水をあげたり、ちょっとお世話をしてい
るだけなのに、こんなにきれいに元気に大きくなってくれた。もっとこれから
も花を咲かせてくれるのだろうか。それを願ってあるいは期待してケアを更に
することにしようと考える。
これらは学生が、ケアしなければならない必要性や義務感からケアをしてい
たが、ケアの主な要素を経ている中ケアの意味を実感する機会になり、その大
切さに気づいているということである。
２）〔生命の大切さ〕について　
元気かどうかを気にしている。そして元気であることに生命を感じてそれを
大切に思い一緒に喜んでいる。そして１年草なのにいつまでも生きていてほし
いと願っている者もいる。
これらはケアの主要な特質としての一連の学びをしている。つまり、ケアを
通しての自己実現、過程の第一義的重要性、ケアする能力とケアを受容する能
力、ケアの対象が変わらないこと、ケアにおける自責感、ケアの相互性などを
これもまた網羅している（メイヤロフ 1993: 67～90）。
つまり元気かどうかを気にして、元気であることを願い、つまり自己実現で
きる事を願い、そのケアする事そのものを過程として大切にして、一生懸命ケ
アをして、そして元気であると喜んで、ずっとケアし続けている。
学生は、植物を命ある存在とし認識しており一生懸命ケアすることで、その
323介護概論で何を教えるべきか
意味を深めケアの特質を網羅していた。
３）〔人間関係の拡大〕について
通常の学内学習とは違って植物を媒介に色々と人間関係が拡大して行き、そ
の結果、更なる知識を得たり、責任や喜びを再確認することになっている。
この拡大原因の一つには、植物が生き物であるという事を目の前にした人間
の態度がどうあるべきかを人間同志が共通の義務や責任として感じているから
であろう。それに付加して、ケアをする事によってやがて得られる草花のもつ
美しさに触れることができることも原因の一つであると思われる。また鉢が学
外に持ち出される事によって大学の学習が学外の人にも理解される場になって
もいる。
このように、家族・友人・隣人等と植物の世話を通して関係性を拡大してい
た。これは大学生にしては、ある意味貴重な経験である。つまり社会性の獲得
に繋がる。
４）〔感情の発露〕について
植物をケアしなければならない生活に単位取得上なってしまったが、それが
段々最初の義務感からではなく、相手と相互関係が成立して、相手が成長する
ことを願い、植物が成長するとこちらも楽しくなっている。相手の植物の立場
になって水が必要なのに、これを遣る私がいないのではと楽しみを棄てたりし
て、ケアをするこちらも自分に向けて成長しなければと思い、植物との関係の
良さに癒されたりもする。そして植物の存在が自分をワクワクさせたり、可愛
いと思ったりできて、自分の内面が変化して生活も変化してきている。
これらは、相互の関係性が発展して愛着・愛情となっている。そして、学生
が植物を育てる喜び、心配、安心といった感性の表現の場、日々植物の世話す
る努力の表現の場となった。これは一方向のあるいは学生との双方向の授業で
は得られない感情である。学生自身が第三者である植物に向かって自ら努力を
する分、素直な感性が引き出され、日誌に豊かな感情が表現できている。
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４　結論
園芸療法を授業に取り入れることにした目的の１つ目は、学生の園芸体験が
利用者としての体験に繋がること、２つ目は、将来、「園芸療法」を福祉実践
の一つとして習得し、技術も含めて活用できる事を願ってであった。しかしそ
れだけに留まらず、学生は以下のような深い学びをしていた。
１．学生が、ケアしなければならない必要性や義務感からケアをしていたが、
ケアの主な要素を経ている中ケアの意味を実感する機会になり、そして
その大切さに気づいているということである
２．学生は、植物を命ある存在とし認識しており一生懸命ケアすることで、
その意味を深めケアの特質を網羅して取得していた。
３．家族・友人・隣人等と植物の世話を通してつまり媒体として、大学以外
の人に教えて貰ったり、一緒に考えたり、一緒に喜んだりして関係性を
拡大していた。これは大学生にしてはある意味貴重な経験である。つま
り社会性の獲得に繋がったとも言える。
４．植物を育てる行為は相互性を生み、そしてそれが愛着・愛情となってい
る。そして、学生が植物を育てる喜び、心配、安心といった感性の表現
の場、日々植物の世話する努力の表現の場となった。これは一方向のあ
るいは学生との双方向の授業では得られない事である。学生自身が第三
者である植物に向かって自ら努力をする分、素直な感性が引き出され、
日誌に豊かな感情表現ができている。
以上のように、植物と学生の間に相互性が生まれ、そしてそれが愛着・愛情
となっている事が解った。これはメイヤロフの言う「相手が成長し、自己実現
することを助けることとしてのケアは、ひとつの過程であり、展開を内にはら
みつつ人に関与するあり方であり、それはちょうど相互信頼と、深まり質的に
変わっていく関係をとおして、時とともに友情が成熟していくのと同様に成長
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するものなのである」に当てはまる（メイヤロフ1993:14）。
園芸療法を介護実技の一環として取り入れることによって、ケアとは何か、
その意味について、自分の力で自然に学んだことになり貴重な学びをしたこと
になった。
以上から今回の体験学習は、園芸療法の技術の習得に留まらずケアの本質に
気づき学生の成長に効果があることが示唆された。
まとめ
社会福祉学科では、社会福祉士の資格を取得希望する者が多いが、全国の割
合と同様、合格率が低い。そして合格しても、本来の相談業務に就けるとは限
らない。また、一般職に就職する者は、自分の意志として就職する者がいるも
のの、そうでない者もいる。自分の意に反して介護職に就職する者も多い。
そこで、介護領域を担当している者としては、仕事に意義を見出せる方法とし
て何を学ばせることがよいのかについて模索した。その一つの方法として、ケ
アの意味を教えることが、自分と仕事（今回は主に介護職をとりあげた）との
関係性に着目できることであるとした。具体的方法として、「介護実技」の園
芸療法による学びを考察し、ケアの意味について深く学べた授業経験を教える
ことが、身近な話題で、植物の世界であるだけに、また身近な学生の経験であ
るだけに、誰でもが理解し得ることと思った。
実際の授業方法としては、園芸療法の定義について触れ、次に実際の園芸方
法を説明する。園芸をした結果貴重な学びがあった。どうしてそのような深い
学びができたかについて以下の経過を追って説明する。
１．授業の中で花を育てるということは、評価点や無事に育て上げなければ
ならないという義務感が伴う。そこで、今まで余り育てた経験がないけ
れど観察したり悩んだりしながら、例え犠牲を払っても一生懸命花を育
てようとする。
２．一生懸命花を育てた経過として考察の〔ケアの意味について〕と〔生命
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の大切さ〕の二つから取り出し、花とのやりとりの実際を紹介する。こ
れはケアの意味について深く学んでいること、そしてケアの特質を学ん
でいることである。そして〔感情の発露〕ともなって、今や花を育てる
苦労や犠牲（３Ｋ）も色褪せて花との間の愛着・愛情から相互が成長し
自己実現することなのであると解説を付加する。
３．この学びは、学生が人間を相手に仕事をする場合と全く似ていることで
ある。
以上から、仕事がどのようなものであろうと、特に人間を相手にしようとす
る仕事であれば、自己とその仕事に必ず関係性や意味を見つけ意義を見出せる
と結ぶ。
おわりに
試験的にこれを実施してみたが、学生は極めてよく理解ができていたように
思える。そして就職という将来に対しても、不安の軽減になったように思えた。
ただ、この事を確りと今後、調査していく必要性がある。
〔注釈〕
注１）日本社会福祉士会「社会福祉士現況調査報告書」日本社会福祉士会、
2001年、ｐ13。によると、社会福士資格取得者の中、相談員や指導員、ケー
スワーカー等のソーシャルワーカーを担う職についてる者が約５割である。
注２）2007年５月初めに「介護概論」の中で次のアンケート調査「介護をする
上で最も大切なものは何だと思いますか？あなたが祖父母や御両親を他人に
よって介護されるところを想像して書いて下さい」に対して69名中７名が無
記入で、他は全員福祉的価値に基づいて答えていた（例　愛情、思いやり、
相手の立場を考慮等）
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